
２６．薬剤耐性菌について 

 １．耐性菌の出現実態 

    本邦における耐性菌の出現事例 

殺菌剤のグループ 

<グループ別名または成分名> 

ＲＡＣ 

コード 
病原菌 

ＭＢＣ殺菌剤 

<ベンゾイミダゾール系剤> 

１ イネばか苗病菌、野菜類の灰色かび病菌、ウリ類うどんこ病菌、ウリ類つる枯病菌、ウ

リ類炭疽病菌、キュウリ褐斑病菌、トマト褐色輪紋病、ナス黒枯病菌、イチゴ炭疽病菌

（ＭＢＣ殺菌剤とＮ－フェニルカーバメート類(ジエトフェンカルブ)の両方に耐性）、

タマネギ灰色腐敗病菌、アスパラガス茎枯病菌 

ジカルボキシイミド類 ２ 

 

野菜類の灰色かび病菌、イチゴ炭疽病菌、キュウリ褐斑病菌、ピーマン斑点病菌、エン

ドウマメ褐紋病菌 

ＤＭＩ殺菌剤 

<ＥＢＩ剤>、<ステロール生合成

阻害剤> 

３ ウリ類うどんこ病菌、ナスすすかび病菌、イチゴうどんこ病菌 

ＰＡ殺菌剤 

<フェニルアミド類> 

<酸アミド系剤> 

４ キュウリべと病菌、ジャガイモ疫病菌 

ＳＤＨＩ剤 

<酸アミド系剤> 

７ キュウリうどんこ病菌、キュウリ褐斑病菌、ナスすすかび病菌、イチゴ灰色かび病菌、

イチゴ黒斑病菌、ブロッコリー黒すす病菌、レタス灰色かび病菌 

ＱｏＩ阻害剤 

<ストロビルリン系剤> 

11 イネいもち病菌、コムギうどんこ病菌、コムギ赤かび病菌、カンキツ灰色かび病菌、カ

ンキツそうか病菌、カキ炭疽病、ブドウ褐斑病菌、ブドウ晩腐病菌、ブドウべと病菌、

ナシ炭疽病菌、セイヨウナシ黒斑病菌、リンゴ斑点落葉病菌、リンゴ炭疽病菌、野菜類

のうどんこ病菌、野菜類のべと病菌、野菜類の灰色かび病菌、ウリ類つる枯病菌、キュ

ウリ褐斑病菌、イチゴ炭疽病菌、イチゴうどんこ病菌、トマト葉かび病菌、トマト褐色

輪紋病菌、ナスすすかび病菌、ナス黒枯病菌、ピーマン黒枯病菌、ニンニク白斑葉枯病

菌、アスパラガス褐斑病菌、アスパラガス斑点病菌、チャ輪斑病菌、テンサイ褐斑病、

シバ炭疽病菌 

ＰＰ殺菌剤 

<フェニルピロール類> 

12 イチゴ炭疽病 

ＭＢＩ－Ｄ剤 

<メラニン生合成阻害剤> 

16.2 イネいもち病菌 

ポリオキシン類 

<抗生物質> 

19 キュウリ褐斑病※、ナスすすかび病菌 

グルコピラノシル抗生物質 

<ストレプトマイシン> 

25 キュウリ斑点細菌病菌、ダイコン軟腐病菌、ハクサイ軟腐病菌、レタス軟腐病菌、レタ

ス腐敗病菌 

２，６－ジニトロアニリン類 

<フルアジナム> 

29 インゲンマメ灰色かび病菌 

カルボン酸類 

<オキソリニック酸> 

31 イネもみ枯細菌病菌 

     ※ 耐性菌とは言えないまでも薬剤感受性が低下している事例 

 

２．耐性菌とは 

 元来 、自然 に存 在す る菌 (薬 剤に さらされ た事 がない 菌 )が示す 薬剤 感受性 をベ ース ラ

イ ンと し、 この ベース ライ ンよ りも 感受性 が低 下し た菌 を耐性 菌と いう 。例 えば灰 色か

び病菌では、自然界のほとんどの菌はベノミル 10ppmを添加した培地では生育しないので、

ベー スラインは 10ppm以下 であるとい える。こ れに対して 10ppm以上 の培地でも 普通に生

育 でき る菌 が存 在する 。こ のよ うな 菌を耐 性菌 と呼 ぶ。 もちろ ん耐 性に も強 弱の程 度が

あ り強 度の 耐性 、中等 度の 耐性 など と区別 する 必要 があ り、耐 性菌 であ って もその 程度

が弱くて実際の防除効果が劣らなければ何ら問題にはならない。 

 



 ３．耐性の発達する原因 

  最初に ･･･ ＜圃場に耐性菌が少数ながら存在する＞ 

  耐性遺伝子は薬剤散布後に突然変異により出現する場合と、薬剤の使用とは無関係 

に最初から極わずか自然界に存在する場合がある 

  次に ･･･  ＜薬剤散布によって、耐性菌ばかりが生き残る＞ 

  薬剤散布により感受性菌の割合は激減するが、耐性菌は高い割合で生き残って増殖する。 

  結果的に耐性菌が優位になり蔓延する。つまり、薬剤の連用が耐性菌のまん延を促 

しているのである。 

 

これらのことから、耐性の発達を防止するためには同じ薬剤(同一作用性の薬剤 )を連用し

ないことが重要である。また連用せずにローテーションで使用した場合でも、散布回数が多

くなるのはよくない。 

 

４．耐性のメカニズム 

 現在までに明らかになっている耐性のメカニズムは①作用点の変異による薬剤親和性の

低下、②薬剤の細胞内への取込量の変化、③薬剤の細胞外への放出、④解毒、⑤細胞内に

おける抗菌活性を持つ化合物への変換阻止、⑥薬剤の標的酵素の大量生産などによる補償、

⑦迂回経路の出現による代謝阻害からの回避、であることがわかっている。 

 

５．交差耐性 

 （１ )交差耐性 

  交差耐性とは･･･２つの薬剤間で耐性の程度に正の相関が見られること 

例、ベノミル耐性菌は、チオファネートメチルにも同程度の耐性がある。 

    → 同一の作用性を持つ薬剤は交差耐性を示す 

→ 同系統の薬剤は、作用性も似るので交差耐性を示す 

 （２ )負の交差耐性とその利用 

  負の交差耐性･･･２つの薬剤間で耐性に負の相関が見られること 

例 、ベノミ ル耐性 菌は 、ジエト フェン カル ブには感 受性で 、逆 にジエト フェン カルブ

耐性菌はベノミルに感受性である  

    → ジエトフェンカルブとベノミルの混合剤は耐性菌に対しても効果が期待できる 

 


